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１．研究計画の概要 

西アフリカ地域で極めて重要なイネの不
良環境耐性の向上と安定稲作技術の開発に
貢献するため、遺伝型・環境型相互作用の解
析(G x E interaction analysis)手法によっ
て、栽培地域に適応したイネ栽培品種の収量
形成要因を明らかにし、それらの結果を耕種
的栽培技術の開発に応用する 

 
２．研究の進捗状況 

（1）フィールド試験における相互作用 
2007 年度に、アフリカイネ 5 品種、アジ

アイネ 8 品種、アフリカイネとアジアイネの
種間雑種である NERICA 12 品種の計 25 品
種を用い、ギニア国キンディア地域（標高
320m、北緯 10°0′、西経 12°9′）の半径
1Km以内にある4圃場で実験を行った。2008
年度には 2 か所圃場を追加した。 
収量と 1 株当たり穂数の各品種、各試験地

のデータから、階層型クラスター分析（Ward
法）を、コンピューターソフト JMP7.0（SAS 
Japan）を用いて行った。2007 年度では、供
試した 25 品種は 4 グループに分けることが
できた。このグループ分けの結果を用いて、
収量・登熟歩合・1 穂あたり籾数・1 株当た
り穂数・千粒重について 4 試験地における品
種グループごとに相関を求めた。4 試験地の
違いによる収量や収量構成要素の品種グル
ープ平均値の有意な入れ替わりは見られな
かった。また、どの試験地でも高い収量を示
す品種グループが認められ、それらは１穂あ
たりの籾数が多く、千粒重が大きいという、
穂重型の特徴が示された。一方で１株あたり
穂数が多いものの登熟歩合、１穂あたり籾数
が小さために収量が比較的に低い品種グル

ープも認められた。2008 年度の栽培比較か
らは 2007 年度と同様の傾向が得られた。 

（2）環境要因の調査 
試験地の窒素、リン酸、カリなど土壌養分

は収量性に有意な影響は与えておらず、一方
で、圃場の水条件が収量に影響を与える可能
性が強く示唆された。環境条件と品種の収量
形成の関係については土壌水分状態の調査
などを行い、より詳しく検討する必要がある
が、現時点においては、対象地域の水稲栽培
において、穂数型よりも穂重型品種がより適
性が高く、それらの登熟歩合が高くなるよう
に栽培することで、収量増加が期待できると
考えられた。 

 
３．現在までの達成度 
おおむね順調に進展している。その理由は

以下の通りである。 
（1）本研究の目的である、天水条件におけ
るコメ生産制限要因の解明について、過去 2
年の 2007 年、2008 年で得られた収量、登熟
歩合、頴花数、穂数および千粒重のデータか
ら重回帰式を求めた。目的変数を収量とする
と、収量＝-0.51＋ 0.00355*登熟歩合＋
0.00246*頴花数＋0.0160*穂数＋0.00570*千
粒重であらわすことができた。これらパラメ
ータの寄与率は登熟歩合が 50.6%、頴花数が
19.4%、穂数が 17.8%および千粒重が 2.9%で
あった。以上から、品種（G）、サイト(E)に
関わらず収量に及ぼす主要な制限要因は登
熟歩合であり、特に生殖成長期における栽培
管理が重要であることがわかった。 
（2）品種と環境の相互作用の解析のため、
2007 年と 2008 年の年次・サイト間差を解析
した。その結果 1%水準で有意な差が認められ



たが、品種グループと年およびサイト間では
有意な差は認められなかった。また、年次に
関わらず水位が上昇する水田では収量が減
少する傾向があることが示唆され、水条件が
環境効果(E)としてあげられた。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 最終年度の試験結果から、天水条件で高い
パフォーマンスを示す品種が明らかになり、
またその収量に影響を与える要因について
解析される。それらの知見を基に、天水田に
おける最適な栽培管理技術の確立をすすめ
る。そこでは、特に選抜品種を活用した耕種
技術改良を中心的にすすめる。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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